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Ⅰ 団体の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅳ 授業公開・研修会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

Ⅱ 研究のねらい 

 

Ⅲ 研究の内容 

 

 

 

 

 

 

 身近なもの・ことにプログラミングが関わっていることについて、コン

ピュータを用いて体験的に理解し、活用する楽しさを実感させる。  

研究主題 全ての子供と教師がプログラミングを楽しむ東京都にする 

 「東京都小学校プログラミング教育研究会」は、東京都小学校におけ

るプログラミング教育普及と充実を図り、教職員の資質向上に寄与する

ために、東京都プログラミング教育推進校の教員を 

はじめとした都内の教職員が中心となって発足した 

研究会である。 

研究推進団体として認可され、毎年研究活動を深め、 

進めている。 

・プログラミング教育の研究 （公開授業・教材研究など）  

・資料作成や教材研究、教材体験、実践授業など  

・プログラミング教育関連の情報発信（HP 参照） 

 

授業実践での子供たちの様子を見て、学級・学年だけでなく、より多く

の子供たちが ICT 活用できる機会を作りたいと思い、教員向けの研修会

や講師派遣、児童向けの課外活動等の取り組みを行なった。 

プログラミング教育の実践や ICT 活用に際して、教科の観点で「本

当に必要なとき」とはどんなときかという視点を大切にしている。ど

の教科においても、教科の本質的なところを達成するために、ICT が

活かせる、欠かせない、そういう場面とはどういうところかを意識し

て、実践をしている。 

例えば、教科書に「○時間おきに気温を測る」などの活動が示され

ているが、実際には毎日１時間おきに観察することが困難である。し

かし、コンピューターなら自動で測ってくれることを思いつくような

きっかけを作ったり、実際に計測ができる様子を見せたりして、テク

ノロジーとの出会う経験をさせられると思い、授業実践を行った。 

授業公開① ４年理科（授業者：鴻巣） 

子供たちが知っていること・知らないこと・できないことを話し合

う中で、実態も考慮し、ペア活動や座席配置に工夫をした。プログラ

ミングが分からず手が止まることがないよう、ヒントや動画を参照で

きるようにした。教員自身が意図的に介入し、他の子にも声をかけて

助け合いを促すことを理想としている。 

「子供たちが、理科の学びを生かして、仲間と協働して社会問題の解

決を目的としたものづくり活動に取り組むことができていたか。」

「目指す子供像の実現に向けて、教師の手立てや介入は適切だった

か。」の２点を視点に、同単元で授業公開・協議会を行なった。 
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＜令和７年度連絡先＞ 

団体名 東京都プログラミング教育研究会 

代表者 

所属 杉並区立杉並第六小学校 

職 氏名 校長 竪山 浩人 

連絡先 ０３－３３１４－２１６４ 

事務局 

所属 杉並区立沓掛小学校 

職 氏名 主任教諭 鈴木 康晴 

連絡先 ０３－３３９０－４１５８ 

団体ホームページ 

ＵＲＬ 二次元コード 

https://sites.google.com/v

iew/tokyo-programming/ 

 

 

 

V 研究の成果と課題・今後の活動予定 

 

 

 

 

 

 

 

 

【成果】研修会や授業公開、東京都教職員研修センターと連携した

研修、事例発表を通じて、参加者が実践を知る機会をつくることが

できた。今年度は若い会員の先生方が実践例を出しており、今後も

意欲的に研修や実践を積み重ねていく予定である。 

 

【課題】一人１台の GIGA 端末が導入され、NEXT GIGA が始まっ

ている学校現場ではよりよい活用方法が日々生まれ活用されている

ことと予想される。また、中学校・技術科との連携が求められる。

中・長期的な視点での取り組みも必要である。 

 

【今後の活動予定】日々の授業研究に加え、各地域の研修・授業支

援や児童向けのワークショップを行う。プログラミング教育につい

ての実践の普及と資質の向上の両方を維持しながら、本研究会は研

究に取り組んでいく。 

◯研修会 プログラミング教育 明日会議 2025 

夏季休業期間にプログラミングなど、子供たちの興味・関心の高い分

野に取り組む機会を設定した。複数の企業・団体と連携して企画し、午

前中は子供たちを対象としたワークショップを行なった。参加した子供

たちが自由に発想して工夫する姿が見られた。同会場にて午後は、教員

対象の研修会を行なった。参加者が主体的に学べる機会にしたいと考

え、「プログラミング×□」をテーマに研修を行った。基調講演で学

び、実際に体験し、参加者間で協議することで、学校で使用するイメー

ジをもって取り組めるように配慮した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○連携研修 東京都教職員研修センターと連携して研修を実施した。事

例発表・実技研修の機会を作ることができた。 

授業公開② ５年図画工作科（授業者：田村）※指導教諭・模範授業 

【題材名】 図工×プログラミング  

「動き」と「光」の造形表現を、プログラミングで実現する。自分が

つくりたい車のイメージに合わせて、動き方や光の点滅を工夫する。社

会科やプログラミング学習とつなげた、教科横断的な授業デザインを考

えた。 

https://sites.google.com/view/tokyo-programming/
https://sites.google.com/view/tokyo-programming/

